
た
る
み
ず
ふ
れ
あ
い
の
道

（
マ
イ
ロ
ー
ド
）

　

垂
水
鉄
道
記
念
公
園
か
ら
、
垂

水
中
央
運
動
公
園
庭
球
場
横
ま
で

（
全
長
１
０
５
０
ｍ
）の
鉄
道
跡
は
、

遊
歩
道
に
な
っ
て
お
り
、
地
域
住

民
の
生
活
道
と
な
っ
て
い
ま
す
。

新
城
鉄
道
記
念
公
園

　

地
域
の
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
や
憩

い
の
場
と
し
て
利
用
さ
れ
、
線
路

跡
や
車
輪
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

鹿
屋
市
鉄
道
記
念
館

　

大
隅
線
の
歴
史
を
今
に
伝
え
る

記
念
館
。
館
内
に
は
当
時
実
際
に

使
用
さ
れ
て
い
た
運
賃
表
や
工
具

等
が
展
示
さ
れ
、
映
像
コ
ー
ナ
ー

で
は
、
実
際
に
大
隅
線
の
列
車
が

走
っ
て
い
た
こ
ろ
を
み
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ま
た
、
記
念
館
の
す

ぐ
横
に
は
実
際
に
線
路
を
走
っ
て

い
た
デ
ィ
ー
ゼ
ル
カ
ー
が
展
示
さ

れ
て
お
り
、
車
内
に
入
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。
来
館
す
る
と
も
ら
え

る
記
念
切
符
も
人
気
で
す
。

　

現
在
大
隅
半
島
に
は
、
鉄
道
跡

地
を
利
用
し
た
様
々
な
施
設
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
当
時
の
面
影
が

残
る
ス
ポ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
の
で
、

こ
の
機
会
に
訪
れ
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

垂
水
鉄
道
記
念
公
園

　

垂
水
市
街
地
の
ほ
ぼ
中
央
に
位

置
し
、
園
内
に
は
電
車
を
模
し
た

遊
具
が
設
置
さ
れ
、
子
ど
も
た
ち

の
遊
び
場
と
し
て
人
気
で
す
。
当

時
の
名
残
り
と
し
て
、
ホ
ー
ム
の

一
部
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

牛
根
境
鉄
道
記
念
公
園

　

か
つ
て
の
大
隅
境
駅
の
跡
地
に

公
園
が
整
備
さ
れ
、
線
路
跡
に
は
、

桜
が
植
え
ら
れ
、
花
見
シ
ー
ズ
ン

に
は
、
桜
並
木
を
楽
し
め
ま
す
。

ト
ン
ネ
ル
跡

　

道
の
駅
た
る
み
ず
近
く
の
線
路

跡
地
に
は
、
現
在
も
当
時
の
ト
ン

ネ
ル
が
残
っ
て
い
ま
す
。

Former
railway
site

鉄
道
跡
地

１／まさかりを走る様子　２／車内の様子
３／垂水駅の様子　４／松原町の踏切　５／
本城川を渡る様子　６／海潟温泉駅　７／試
運転で走る SL 機関車

編
集
後
記

　

今
回
、
大
隅
線
の
歴
史
の
中
に

あ
る
「
想
い
」
を
つ
な
ぐ
た
め
、

掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
方
々
以

外
に
も
多
く
の
方
々
か
ら
、
当
時

の
思
い
出
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
、
皆
さ
ん
に
共
通
し

て
い
る
こ
と
は
、「
笑
顔
」
で
話
さ

れ
て
い
た
こ
と
。

　

廃
線
し
て
な
お
、
人
々
を
「
笑

顔
」
に
す
る
大
隅
線
に
、
34
年
の

時
を
経
て
、改
め
て「
あ
り
が
と
う
」

と
伝
え
た
い
で
す
。

１

２３４

５６

７

大隅線

あの日の
記憶
1915 ～ 1987
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